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APORS '94 備忘録

腰塚 武志 (組織委員会委員(総務))
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多くの方々のご協力のおかげで，無事 APORS の第

3 回国際会議を終了できた.このことを皆様に感謝す

るとともに，無事終了したことを共に喜びたい.きて，

学会誌の APORS 特集に，何か書くようにという命を

受けた.いろいろな切り口から APORS について語る

こともできるだろうが，私の役割lは組織委員会の裏方

であり，裏方からみた APORS，そして今後の参考にも

なるであろう事実，数字等を，思いつくままに記して

みたいと思う.

まず 2 年前の福岡のことから述べることにしたい.

ひょんなことから学会の国際担当理事をおおせっかっ

た私は，この年の 7 月末， APORS の組織委員長に就任

していただいた京大の長谷川利治先生，長らく

APORS に関わってこられた法政大学の若山邦紘先生

と共に，開催の内諾を得ていた福岡の地を訪れること

となった.このとき九大の児玉正憲先生に開催ホテル

となったリ一セントホテルに初めて案内していただい

たが，後から考えても福岡で開催するとした場合，こ

のホテル以外にはなかったと思い，このホテルを紹介

していただいた九大の先生方に謝意を表しておきたい

と思う.

きて，福岡での開催を決めたことについてはいくつ

かの理由があった.まず， APORS 会長で当時日本 OR

学会の会長であった伊理正夫先生は， APORS の第 1

回のソウル，第 2 回の北京は，国家の威信をかけたも

のであったとし，これに対し日本では平常に普通にや

るべきだと主張された.それは日本の後に開催する国

のやりやすきを配慮したと同時にいわゆる“バブル崩

壊"後の日本の景気の悪きからくる募金のむずかしさ

をも予測されたものと考えられる.

福岡での開催を強く推したのは長谷川先生だっただ

ろうか.ご自身で福岡に出かけられ九大の児玉先生を

説得されたのだった.理由としては， IFORS が東京と

京都で， TIMS が大阪で開催きれたことを考えると，

こしづかたけし 筑波大学社会工学系
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他の都市でということと，経費も上記都市よりもかか

らないと予測できる.また何よりも，空港と町の中心

が近く，開催時には地下鉄が空港まで延びることが確

実であったし，加えて福岡市が東南アジアとの国際交

流に熱心に取り組んでいることも心強いものであった.

福岡での開催を決めてから 1 カ月か 2 カ月後のこと

Tごった.南山大学の沢木先生より連絡があり， APORS 

開催年の春，中部支部で OR 学会の春季研究発表会を

やらなければならないので， どうせなら春季研究発表

会を APORS に合流させ，この両者を兼ねて名古屋で

どうだろうかという提案があった.これはなかなかの

名案で，渡りに船のような話であり，われわれ国際委

員会としては心動くものがあったことは確かである.

しかしもう福岡でやることをお願いして了承をいた

だいた後のことであり，沢木先生には諦めてもらうこ

とにした.

ここで経費の概算の話をしておこう. APORS 開催

を日本でというのが決まった頃，国際委員会でどこで

開催するかという議論をしたことがあった.このとき

早大の平野先生からだったろうか，東京の一流ホテル

でやるとすると，何百人かの会議で 1 週間(月から

金)の期間を想定すると，経費が 10 万円/人というの

である.そして総経費の 1 割を出せば，あらゆる事務

的処理をやってくれる業者があるということであった.

この 10 万円/人という数字はなかなかよかった.われ

われは火曜から金曜であり， しかも福岡の公立学校共

済の施設でやるので， もう少し 1 人当りの経費を少な

い額と想定し，そう間違わなかった.

ところで， 1 年前の 1993 年春，First Announcement 

を 3 ， 000 部印刷し，世界中に配布した.囲内の学会員

には学会誌のとじ込みで知らせるので，この部数の大

半は海外に配られたことになる.この First

Announcement ではアブストラクトの締切を前年

1993 年 12 月中としておいたのだが， Second 

Announcement が予定より遅れたため，結局いろいろ

なものの締切が本年の以下のようなスケジュールに変

更となった.なお Second Announcement は 2 ， 500 部
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印刷し， 1994 年新年早々，登録等の事務局をしてもら

うことになった東急観光銀座支店より，申し込んだ

人々や世界各国に発送してもらった.

-アブストラクトの締切

・カメラレディーのアブスト

ラクト原稿の締切

-早期登録(料金 30 ， 000 円)

2 月 1 5 日

4 月 3 0 日

4 月 3 0 日

まず最初に提出してもらったアブストラクトについ

ては一応プログラム委員会で査読をし， 3 月中にカメ

ラレディー原稿のフォー7ットとともに受理の手紙を

送付した.そしてカメラレテーィーのアブストラクト原

稿についてはプログラムを決定する 5 月 13 日に以下

のような記録がある.応募発表件数国外 145 (35) ，国

内 175 (10) ，ただしカッコ内の数字がこの時点でアブ

ストラクトの届かないものであった.発表申し込みは

まずまずであったが， 5 月からは 5 ， 000 円高くなって

登録料が 35 ， 000 円となるというのに，登録者の出足は

あまりよくなかった.この 5 月 13 日時点で登録者はち

ょうど 200 名であり，内訳は海外 44，国内 156 と予想

より低かったのである.計画としては一応 400 名を予

定したので，ちょうどその半分だった.

まあ人数はそれでも，発表者数が 300 名を越してい

るので心配はしていなかった.それよりも企業からの

寄付の集まりが悪<.委員一同でこの時期に心配した

ものだった.万博協会からは支出項目を限定したうえ

で半額の助成，ただし上限を 400 万とする， という寄

付の内定がなされ，これが唯一の朗報であった.もっ

とも最後には村井会長の格別なご高配により，のびの

びやれるようになったことは有難いことであった.

きて， 5 月 13 日(金)かねてより 13 日の金曜日であ

ることから，プログラム作製の日と定めており，当日

プログラム委員会のメンバーで、無事フ。ログラムを組み

終えた.多人数でやったとはいえ，事前の膨大な作業

を伏見先生にやっていただいてあればこそ，午後の半

日で済んだということができるだろう.先程の発表申

し込みの件数は，この日の作業のためにまとめた数字

だったのである.

あとはこれをプログラム順に並べ変え，受付の日程

や東急、で用意した交通案内等とともに中央大学田口先

生のところでコンビュータによって字体等を整えた.

以降これを田口美容室と称したのである.この Final

Announcement は東急観光から印刷屋に依頼をして

もらって， 6 月 9 日に刷り上がり，以降東急観光より参

加者を中心に発送してもらった.印刷部数は 600 部で

646 (16) 

あった.

ところで 6 月の中句より，われわれは毎日さまざま

なことに追い回きれることになった.なかでも一番大

変だったのは中国からの VISA に関わるものだった

と思われる.これは日本の外務省が厳しく対処してい

るために起こるのだが，とうとう前会長の Hsu 先生が

書類不備とのことでこの VISA 取得にひっかかり，開

会式に間に合わなかった.いちいち副会長の柳井先生

が身元保証の手紙を出して応じていたのだが，なかに

こんなケースの人もいたのである.詳しいスケジュー

ルは忘れたが，日本への VISA を得るのに旅行中だと

いうことで，旅行先の日本の領事館で VISA が取れる

ように，われわれ日本人にずいぶん手間をとらせた人

がいた.そして福岡リ一セントホテルに着いてから「お

金がないので登録料は払えないが，司会もすることだ

し発表させろ」とねばったのである.長谷川先生と柳

井先生に応対してもらい「参加料を払わなければ断固

参加させない」というと，きんざんイヤミを言ったら

しい.最後には中国の友人たちから援助してもらうと

いう形で，シブシブ参加料は払ったのだが，その男の

VISA のために走り回きれた先生方の怒りはなかなか

おさまらなかった.私のみるところ，絶対お金は持っ

ていたはずで，あわよくばと思ってゴネてみたに違い

ない.いつでもこの手の外国人には悩まきれるのだが，

今回は比較的少なかったのではないかと思う.

直前の 7 月 21 日，登録者は 314 人となり，そのう

ち，外国人 82 人，日本人 232 人となった.同伴者を入

れるとほぼ 350 人となり，この時点て、パンケットをき

りのよい 350 人で予約することとした.最終的には，

当日会場で受け付けた登録者を入れると全登録者は

354 人，同伴者 21 人で，そのうちキャンセルが 4 人出

て，登録者はちょうど 350 人と切りのよい数字となっ

た. うち外国人 101 名， 日本人 249 名であった.

結局パンケットの人数は変更せず，少し料理は余っ

たもょうである.パンケットには鏡聞きで日本酒の 4

斗樽を出した.中身は 2 斗というものであったが，あ

っという聞になくなってしまった.白ワインや赤ワイ

ンをだんだんに出すつもりだったので，樽が重くなら

ないように上底にしたのだが，中身も 4 斗入っていて

よかったのではないかと反省している.

開催間近のことについてはあまりにも細々としたこ

とに忙殺されたのでいちいちこれを書くことはできな

い.また開催中のことは別な記事でルポがあると思う

ので，以下思いつくままに，よかったことや失敗した
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こと等のうちで大事と思われるものを記しておこう.

まず，よかったのは受付に NEC の 98 とマッキント

ッシュの 2 台のコンビュータを置いたことである.

NEC は東急観光の岩谷氏が主に登録関係に用い，マッ

キントッシュはプログラムの変更，アナウンス等に用

いた.マッキントッシュについては習熟している田口

先生にお願いしたからこそなのだが， ともかくコンビ

ュータ 2 台を安〈借りることができたのは松山先生の

おかげて事あり，ここで謝意を表しておきたいと思う.

受付では九大松山研究室の学生諸君および西南学院

の小島先生に集めていただいた英語の強い西南学院の

学生諸君(女子ならびに男子)がよく働いた.また東

急、銀座支店の支店長の木村氏および同じく銀座支店の

岩谷，栗原の両氏にも謝意を表しておきたいと思う.

受付でのトラブルはほとんどなしわずか数例だった

のは，受付にいた人々の英語力と気働きのおかげと思

っている

次に公立学校共済であるリ一セントホテルを使用し

たことについて述べてみたい.まず発表会場とするこ

とができる会議室数が多い(パラレルで 8 会場)こと

がよかった.今後地方で国際会議を行なう場合，会議

室の多さから，このような共済関係の施設を使用する

可能性が高いのではないかと思う. ところが，不便な

点もないではない.まず一般のホテルではないので

VISA ， AMEX 等の Credit Card が使用できなかった

こと，また両替できるデスクを持っていなかったこと

等である.さらには旅行業者との提携がないため，初

め東急観光とリーセントホテルの予約業務がうまくい

かなかった.実際には両者で話し合ってもらい，他の

ホテルと同様，東急観光から予約スリップを出しても

らうことにしたのだが，支払いは参加者がホテルでは

なく東急観光に払うという，やはり変則的なものとな

ってしまった.しかし，発表会場の使用料やパンケッ

トの費用等はかなり安ししかも明細がよくわかり，

その意味では大変よかったと思っている.

旅行業者については途中で東急観光に変更した.旅

行業者に関係して言いたいことがいくつかあるが，学

会誌でもあり記きず胸にしまっておくことにする. と

もかく途中からにもかかわらず，骨身を惜しまずご協

力いただいた東急観光銀座支店に心から謝意を表した

いと思う.

筑波から福岡は遠いところである.しかしあまりこ

の距離を意識せず進められたのは FAX のおかげかと

思う.念のため手本に保管したものだけをとってみて

も，この 2 年間 APORS 関係で私のところから発信し

た FAX の件数は国内だけでも約 400 件て三内訳は東

急観光銀座支店 56 件，その他東京圏 146 件，近畿圏 47

件，福岡 141 件であった.

きて最後に参加者の国別人数を記してこの稿を終了

することにする.

参加人数等(最終登録者数)

JAPAN 249 , KOREA 37 , HONGKONG 10 , 

CHINA 9 , AUSTRALIA 6 , INDIA 4, 

SINGAPORE4 , USA4 , CANADA3 , 

MALA YSIA 3 , PHILIPPINE 3 , T AIW AN 3 , 

GER加1ANY 2 , TAHILAND 2 , BELARUS 1 , 

BELGIUM 1, BRAZIL 1, CHILE 1, 

DEN恥1ARK 1 , ISRAEL 1 , LITHUANIA 1, 

NEW ZEALAND 1, PORTUGAL 1, RUSSIA 1 , 

SWITZERLAND 1 ，計 350 人， ACCOMPANYｭ

ING PERSON 21 名.

査読者へのお礼

今年度のOR誌の論文・研究レポート，論文・事例

研究の査読を次の方々にお願い致しました.

ご協力いただきましでありがとうございました.

この場を借りて厚くお礼を申し上げます.

(機関誌編集委員会)

1994 年 12 月号

大山達雄，今野 浩，猿渡康文，椎塚久雄，反町

洋、高橋真吾，高森寛，田口東，玉置久，

万根薫，中野文平，松井知己，真鍋龍太郎，本告

光男
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